山村プロジェクト「生態系ネットワークの崩壊と再生」
地球研発表会：
【質疑応答メモ】
1． 半藤：プロジェクトにおける時間スケールはどう考えているのか？
答え：過去のデータを調べるのに、当初１００年の過去を考えていたが、データの密度が薄いので、衛星データなどが使える過去３０年に主に集中することにした。このことは、去年の発表会ですでに意思表示をしている。
半藤：衛星データはシミュレーションモデルのバリデーションに使うのか？
答え：そうです。ただし、データはモデルの入力としてのみ使うのではなく、直接シナリオに結びつけるというルートでも使います。
2． 阿部：シナリオは最終的にどのような形で発信するのか？政府関係者に直接提言する形になるのか、学術発表の形になるのか？
答え：プロジェクトの最終年に現地で成果発表のシンポをやり、その場に政府関係者・国連関係者などを呼び、議論に参加してもらおうと考えている。
３．久米：人間活動の部分はモデルにどのように入るのか？
答え：人間活動は多様なので、土地被覆の変化に関連するものだけを取りあつかう。モンゴルでは、移動パターンを含む遊牧のやり方、ウランバートルやその近郊への人口の集中などです。サラワクでは、住民の二次林の利用、プランテーションの拡大に対する住民の対応などです。モデルにおいて、モンゴルでは草バイオマスの変化につなげ、サラワクでは森林伐採や土地利用の変化につなげる。
3． 内井：市川プロジェクトの後継と考えていいのか、その成果はどう生かすのか？
答え：山村プロジェクトの半分はサラワクを対象とするので、半分は市川プロジェクトの後継であると考えている。土地被覆ごとの生物多様性や住民生活の詳細調査の結果を利用したい。
4． 大西（健）：談話会で、モンゴルでのヤギの増加について聞いた。ヤギは植生を根こそぎ食うとか、群れを先導するとのことだがどこまでシミュレーションに組み込むのか？
答え：ヤギとヒツジの食い方については定量的データがないので、プロジェクトで確かめたい。その食い方の違いをシミュレーションに入れるつもりである。
5． 川端：プロジェクトでいう「崩壊」とは何か？また、再生される健全なネットワークとどのようなものか？
答え：現在完全に「崩壊」しているとは考えていない。モンゴルでの「崩壊」は、過放牧による草地の劣化であり、その「再生」とは、サステイナブルな草原利用の方策です。サラワクでの「崩壊」は、プラーテーションの極度の拡大であり、「その再生」とは拡大のスピードを遅くすることと考えている。「生態系ネットワーク」は、サブシステムの複合系の上に人間が活動するという系の総体に対する概念であり、それを全体として分析しシナリオ提言につなげるものです。当初、系のネットワーク構造の特徴や変化を分析することも考えていましたが、今回取り扱うデータの範囲では、この方向はあまり成果が出ないと考えています。
6． 阿部：アンケート調査に「環境意識」を含めますか？
答え：含めません。事実のみを聞いています。
7． 秋道：土地利用制度に関して、「共有地の悲劇」というのがありますが、モンゴルの土地の私有化などを取り入れて「新しい概念」を出すことを勧めます。
答え：土地制度の変化は重要なプロジェクトで扱う重要問題であり、「私有地の悲劇」というものを考えています。
【改善・対応策】
　とくに、大幅な改善を要するというコメントはなかったので、以上のコメントを参考にしながら、計画どうりにプロジェクトを進めて行きたいと思う。ただ、シミュレーションモデルにどういう要素を具体的に入れるかは試行錯誤を含めて慎重に考えていきたい。
